













ローバルな商品であるといわれる。コーヒー飲用文化は世界的にみれば、15 ～ 16 
世紀にはアラブ社会で広く普及し、そして、17 世紀以降にヨーロッパで広く飲用































































重要な種はアラビカ・コーヒ （ーCoffea Arabica L.）およびカネフォラ種（C.canephora 
Pierre ex Froehn.）いわゆるロブスタ・コーヒーである。アラビカ種の中心地はエ







































は、近年、コーヒー文化に関連する物件が 3 件登録されるに至った。その 1 件目
は「キューバ南東部のコーヒー農園発祥地の景観」（Archaeological Landscape of the 
First Coffee Plantations in the South-East of Cuba）という名称であり、キューバ南東
部のサンティアゴ・デ・クーバ州とグアンタナモ州にまたがる、シエラ・マエス




























































































　1999 年にはスターバックスコーヒーの中国 1 号店が北京にオープンし、2015 年











































米農務省（USDA）発表の統計資料「World Markets and Trade」によれば、世界の
インスタントコーヒーの国別輸入量において、中国はコーヒー年度 2010/11 年の
250 千袋（1 袋は 60 キロ）から 2014/15 年の 800 千袋に増加し、世界第 4 位となっ
ている。また、生コーヒー豆の輸入量は EU、アメリカなど上位国と比較すれば遥
















める海南島はおよそ東経 108 度～ 111 度、北緯 18 度～ 20 度に位置し、年間平均
気温は 22℃～ 26℃であり、年平均降水量は 1500 ～ 2000mm である。全省の 2014




















（清・光緒 34 年）であるといわれ（注 5）、華僑がマレーシアから持ち込んだという。
当該地域のコーヒー栽培の歴史は海南出身者の東南アジアへの移住＜下南洋＞と





























　福山鎮は海に臨む海南省北部、北緯 19° 23ʼ ～ 20°、東経 109°～ 110° 15ʼ に位置し、
標高が 21 ～ 300 ｍである。熱帯島性モンスーン気候に属し、年平均気温は 23.7°
















































頃に国営西洋風茶店が 8 店舗あり、コーヒーは一杯 0.1 元、紅茶は 0.07 元、ミル
























　筆者が 2015 年 3 月に入った、海口の旧市街にある「老爸茶」のＦ店では、ポッ
トで供されるコーヒー、リプトン紅茶とミルクティーがいずれも 3 元、菊の花茶、
プーアル茶は 4 元、鉄観音烏龍茶は 5 元であった。平日の午後 4 時頃の時間帯に、






　もともと海南島では、「男の人は 1 日に 2 回茶店に入る＜公爹一日両頓茶＞」と












































































































護産品」に認定・登録される（国家品質技術監督局公告 [2009] 第 104 号、2009 年
11 月 16 日付）に至った（注 9）。これにより、「福山咖啡」は 2007 年に登録された「興


































































































するイベントからも窺うことができる。例えば、2011 年 12 月に、澄邁県政府と
海南省咖啡協会主催の「伝承・創造／革新・品質向上・世界に向けて」をテーマ
とする「中国福山コーヒー産業国際化戦略フォーラム」が開催された。2012 年 6 月、
第一回中国福山コーヒーカップ国際バリスタチャンピオン大会＜首届中国福山咖
啡杯国際咖啡師冠軍賽（First Fushan Cup International Barista Championship of China）
＞が開催された。以降、毎年開催され、2015 年 6 月まで計 4 回行われた。大会の
趣旨は、福山産コーヒーやコーヒー産業のさらなる発展、海南国際観光島の開発
を促進し、世界のバリスタと交流して中国人バリスタの技能を世界的なレベルに
高めようとするというところにある。そのほか、2014 年 11 月、中国初のトップレ











































































































リスト教信仰が急速に普及した（佐藤 2007: 365-370；松村 2007a:381）。
　歴史的には、現在のエチオピアの版図が 20 世紀初頭までに確立された。エチオ







































ニアン・コーヒー」として輸出され、その量は 1921 年の 288 トンから 1935 年に










に輸入されている（ユーカーズ 1995 ［Ukers ［1935］ :254,567-568）。ここに出ている



























































の生産国の中で 5 位，アフリカでは 1 位の生産量であった（児玉 2008:56）。全般
的な品質向上のためにはコーヒーの加工過程の技術向上が必須であることが認識
され、2005 年～ 2009 年の国家開発計画「貧困撲滅のための迅速かつ持続可能な開
















































































































































































































































設立した TO.MO.CA. Coffee は、ハラール、イルガチェフェ、シダモ、リム産のコー
ヒーを使用し（TO.MO.CA. Coffee2014）、店内でコーヒー豆を焙煎して客にその香
りを楽しませる。もう一つの地元の人気店である Kaldi’s Coffee は数年前に開店し、
現在は多くのチェーン店が展開されている。ビジネスマンや学生など誰でもいつで
も入れる店で、今後さらに店を増やしていく予定である。また、一段と美味しいコー

























に取り組んでいる女性など数枚の大きな写真とともに、「Coffee （Coffee arabica）: 





















Ethiopia is the original home of the coffee plant (Coffea arabica), which still grows 
wild in many forest areas. The word ʻcoffeeʼ itself comes from Kaffa, a coffee-
growing region located in southwest Ethiopia. Nowadays, coffee is produced in 
different regions, the production being largely concentrated in the western, southern 




























































































































































































注 4   ： その事例について、亜欧（2014）を参照されたい。
注 5   ： 海南島にコーヒーが最初に持ち込まれたのが 1908 年であるという定説に
対し、陳徳新は海南島での現地調査に基づいて 1898 年であると説いている。
陳徳新（2010）を参照されたい。














注 8   ： 蒙兪彤・高仁傑監督『拾味海南・老爸茶』、短編ドキュメンタリービデオ、
2012 制作。制作者全員は海南出身で、中国各地の大学に在学中の 1990 年
代生まれの「90 后」のグループである。そのほか、王亦晴（2012）を併せ
て参照されたい。
注 9   ： 「中華人民共和国地理標志保護産品」、つまり「原産地域産品保護規定」は









1999）を公布・施行した。当該基準の原産地域産品（products of designations 


























注 12： 2014 年 8 月 11 日アディスアベバの旅行会社 G 社での聞き取りによる。
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pp.381-394、朝倉書店






































謝向栄・陳南威 2007「老爸茶：“喫” 茶喫出的海南味」『海南日報』2007 年 9 月 24
日付　
徐志・劉春華・李春麗・呉暁春・苟亜峰 2011「海南主要種植基地環境質量評価」、『緑
色科技』2011 年第 12 期、pp.1-3、花木盆景雑誌社・武漢新興緑色科技研究所
亜欧 2014『好想開家咖啡館』、江蘇鳳凰科学技術出版社
ウェブ資料・映像資料
Administrator2011「WELCOME TO TO.MO.CA. COFFEE」、TO.MO.CA. Coffee 公 式
サイト http://www.tomocacoffee.com（2014 年 8 月 22 日取得）
駐日エチオピア連邦民主共和国大使館 2014「国の概要」http://www.ethiopia-emb.
or.jp/front/profile/（2015 年 10 月 25 日最終確認）
福山咖啡公式サイト www http://www.fushancoffee.com（2015 年 3 月 9 日取得）
ニック・フランシス、 マーク・フランシス監督『おいしいコーヒーの真実』（英題
は Black Gold）ドキュメンタリー映画、2006 年制作。
海南省人民政府「海南省概況」http://www.hnszw.org.cn（2015 年 9 月 8 日取得）
森辺一樹 2011「時は熟した中国コーヒー市場」http://chasechina.jp/reports/chinabiz/
situation/1082.html（2015 年 9 月 7 日取得）
黄華師・陳超「全国橋牌比賽唯一指定咖啡、福山咖啡香飄武漢」、新華網海南頻道・
海南日報 2013 年 5 月 21 日付。http://www.hq.xinhuanet.com/service/2013-05/21/
c_115842370.htm（2015 年 10 月 12 日最終確認）
李順徳（萩原有里訳）2004「中華人共和国における原産地・地理的表示の保護」
電子版 http://commentaries.asia/paper/geogrophic.pdf（2015 年 8 月 26 日取得）
李強 2013「上島咖啡的中国夢」『現代企業教育』2013 年 15 期、pp.102-103、山東




104 号」http://policy.mofcom.gov.cn （2015 年 9 月 15 日取得）




2015/1/16    http://www.nikkei.com/article/DGXLASDG15HA7_W5A110C1000000/
（2015 年 6 月 14 日取得）
日中経済発展交流会「海南省」http://chapan.coma（2015 年 9 月 20 日取得）
佐藤廉也 2014「Uti Kaari! ─エチオピアの「森」のもう一つのコーヒー文化─」
http://www.scs.kyushu-u.ac.jp/~yt1/staff/sato/kaari.html （2014 年 5 月 15 日取得）
商務部駐海南特派員辧事処 2013「澄邁福山：做強産業靚風情、財政収入 2 年翻 5 倍多」
http://hntb.mofcom.gov.cn/article/c/201302/20130200040541.shtml（2015年3月9日取得）
孫慧 2015「福山咖啡成为国宴饮品」海南日報・海口旅游網 2015 年 2 月 3 日付。
http://www.haikoutour.gov.cn（2015 年 3 月 9 日取得）
TO.MO.CA. Coffee 公式サイト http://www.tomocacoffee.com（2014 年 8 月 22 日取得）
トルコ政府観光局 2013「トルココーヒーの文化と伝統」、http://www.tourismturkey.
jp/pressrelease/TURKEY_pressrelease_20131226.pdf（2015 年 5 月 5 日取得）
UNESCO「Archaeological Landscape of the First Coffee Plantations in the South-East of 
Cuba」http://whc.unesco.org/en/list/1008（2015 年 6 月 27 日取得）
UNESCO「Coffee Cultural Landscape of Colombia」http://whc.unesco.org/en/list/1121（2012
年 12 月 3 日取得、2015 年 10 月 25 日再確認）
United States Department of Agriculture (USDA)「Coffee: World Markets and Trade」
https://apps.fas.usda.gov（2015 年 10 月 5 日取得、10 月 25 日再確認）
王亦晴 2012「『老爸茶』透出濃濃海南味児」、海南日報 2012 年 8 月 7 日付。
　http://cpc.people.com.cn/n/2012/0807/c87228-18682027.htm（2015 年 9 月 27 日取得）
星巴克中国「星巴克在中国」https://www.starbucks.com.cn/cn/about/inchina（2015 年
9 月 30 日取得）
中国国家観光局 2011「海南省」http://www.cnta-osaka.jp/city/hainan（2015 年 7 月 4
日取得）
中国経営網「大学生至愛品牌評選」http://www.cb.com.cn/special/show/761.html（2015
年 9 月 8 日取得）
